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町の人口 令和２年５月１日現在

世帯数 2,335人 (－９)

総人口 6,836人 (－34)

男 3,358人 (－９)

女 3,478人 (－25)

(４月中の異動)

出生 １人 転入 12人

死亡 14人 転出 34人

ニ
ュ
ー
ス
玉
手
箱
で
掲
載
し
ま
し

た
ギ
フ
チ
ョ
ウ
産
卵
数
調
査
に
同
行

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
年
は
、

残
念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
最
低
限
の
人
数
で
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

調
査
の
中
身
に
つ
い
て
は
、
小
雪

や
冬
期
間
の
気
温
が
高
か
っ
た
こ
と

な
ど
複
数
の
理
由
か
ら
産
卵
時
期
が

例
年
よ
り
２
週
間
程
度
早
く
、
産
卵

数
は
特
に
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
昨
年

よ
り
多
い
結
果
で
し
た
。
そ
し
て
な

ん
と
こ
の
日
、
運
よ
く
ギ
フ
チ
ョ
ウ

と
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
両
方
の
産
卵
の

様
子
を
撮
影
で
き
ま
し
た
。
食
草
と

な
る
ウ
ス
バ
サ
イ
シ
ン
な
ど
に
止
ま

り
、
真
珠
の
よ
う
な
卵
を
産
み
付
け

て
い
く
様
子
は
、
何
と
も
神
秘
的
で

貴
重
な
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

(松
)

黒
滝
、
向
川
寺
の
開
山
大
徹
和
尚

か
い
ざ
ん
だ
い
て
つ
お
し
ょ
う

さ
ん
は
、
徳
の
あ
る
誉ほ
ま

れ
高
い
方

で
あ
っ
た
。
小
僧
の
こ
ろ
、
本
堂
で
灯
明

と
う
み
ょ
う

（
仏
さ
ま
に
供
え
る
灯
）

の
火
き
り
を
し
て
い
た
。
昔
は
、
マ
ッ
チ
が
な
い
の
で
、
石
と
金

（
金
・
銀
・
鉄
・
銅
な
ど
）
を
は
げ
し
く
ぶ
つ
け
て
、
火
花
を
出
し
火

を
つ
け
て
い
た
。

そ
こ
へ
、
一
人
の
子
ど
も
が
現
れ
て
、

「
そ
の
火
は
、
石
か
ら
出
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
金
か
ら
出
る
の
か
。」

と
聞
い
て
き
た
。
火
は
石
か
ら
出
る
の
で
も
な
い
し
、
金
か
ら
出
る
の

で
も
な
い
。
両
方
ぶ
つ
か
っ
た
時
に
出
る
の
だ
か
ら
、
答
え
よ
う
が
な

い
。
困
っ
て
い
た
が
、
こ
の
子
は
、
天
狗
だ
な
と
分
か
っ
て
、
反
対
に
、

「
そ
れ
で
は
、
お
れ
は
、
母
の
子
か
、
そ
れ
と
も
、
父
の
子
か
。」

と
問
い
返
し
て
や
っ
た
ら
、
子
ど
も
は
返
答
に
詰
ま
っ
て
消
え
て
し
ま

っ
た
。
こ
の
子
は
、
や
は
り
天
狗
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。

あ
る
時
、
寺
に
神
鳴

か
み
な
り

が
落
ち
た
。
そ
の
音
と
共
に
落
ち
て
き
た
神
鳴

の
子
を
、
和
尚
さ
ん
は
、
こ
れ
は
珍
し
い
と
思
っ
て
、
早
速
捕
ま
え
た
。

そ
し
て
、
庭
の
草
取
り
や
、
薪
割
り
、
水
汲
み
な
ど
を
さ
せ
た
り
し
て

働
か
せ
て
い
た
。

し
ば
ら
く
し
て
、
神
鳴
の
子
は
、

「
和
尚
さ
ま
、
何
卒

な
に
と
ぞ

暇
を
く
だ
さ
い
。」

と
頼
ん
だ
。
そ
れ
で
、
和
尚
さ
ん
は
、

「
そ
れ
な
ら
、
こ
れ
か
ら
先
、
こ
の
寺
の
庭
に

草
一
本
生
え
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
山
根
（
山
の
高

い
所
）
に
清
水

す

ず

が
湧
く
よ
う
に
す
る
こ
と
。」

と
い
う
条
件
を
出
し
て
、
暇
を
だ
し
た
。
そ
れ
で
、
神
鳴
の
子
は
、
天

に
帰
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

香
雲
寺

こ
う
う
ん
じ

様
が
こ
の
寺
に
参
詣
に
訪
れ
た
と
き
、
舟
か
ら
降
り
る
と
、

い
き
な
り
空
か
ら
、
大
き
な
石
が
降
っ
て
き
た
。
そ
の
一
つ
が
、

御
刀
番

お
ん
か
た
な
ば
ん

の
土ど

肥い

源げ
ん

八ぱ
ち

兵べ

衛え

に
あ
た
っ
た
。
源
八
兵
衛
は
事
と
も
せ
ず

四
方
を
に
ら
ん
で
、
身
構
え
て
い
る
と
、
ま
も
な
く
、
不
思
議
な
こ
と

に
石
が
降
っ
て
こ
な
く
な
り
、
快
く
参
詣
の
お
供
が
で
き
た
。

こ
の
時
の
石
を
「
天
狗
の
握
り
石
」
と
言
っ
て
、
こ
の
寺
の
宝
物
と

し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ち
ょ
う
ど
、
や
か
ん
位
の
大
き
さ
で
黄
色
い

石
だ
そ
う
だ
。

黒
滝
、
向
川
寺
の
僧
た
ち
は
、
日
頃
聞
か
さ
れ
て
い
る
黒
滝
山
の
天

狗
の
話
を
信
ず
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
ん
な
話
は
い
つ
も
笑
っ
て
聞
き

流
し
て
い
た
。

あ
る
時
、
寺
の
塀
が
ひ
ど
く
こ
わ
れ
て
い
る
の
で
、
造
り
か
え
た
。

と
こ
ろ
が
、
嵐
も
な
い
の
に
、
造
っ
た
ば
か
り
の
塀
が
翌
朝
に
は
ひ
ど

く
こ
わ
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
あ
る
時
は
、
張
り
か
え
た
ば
か
り
の
寺

の
障
子
が
、
風
も
な
い
の
に
一
夜
の
う
ち
に
破
れ
て
い
た
。

そ
れ
以
来
、
や
は
り
天
狗
が
い
て
、
悪
口
を
言
わ
れ
た
天
狗
が
や
っ

た
し
わ
ざ
だ
と
考
え
、
恐
れ
を
な
し
た
と
い
う
。
天
狗
が
登
り
降
り
し

た
と
い
わ
れ
る
大
杉
に
は
、
天
狗
の
爪
跡
が
は
っ
き
り
つ
い
て
い
た
と

い
わ
れ
て
い
る
。

○
出
典
『
大
石
田
の
と
ん
と
む
が
す
』

(大
石
田
と
ん
と
む
が
す
の
会
編
集
・
発
行
、
二
〇
一
九
年
)

町
内
で
昔
語
り
活
動
を
行
っ
て

い
る
大
石
田
と
ん
と
む
が
す
の
会

に
よ
る
お
話
で
す
。

『大
石
田
の
と
ん
と
む
が
す
』は

町
立
図
書
館
や
町
内
の
各
小
中
学

校
図
書
館
な
ど
に
所
蔵
し
て
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
お
手
に
取
っ
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。

～
お

お
い

し
だ

の
と

ん
と

む
が

す
あ

っ
た

け
ど

⑨
～

向
川
寺

こ
う
せ
ん
じ

の
不
思
議

※この人数は外国人も含めたものです。
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◆
永
年
勤
続
退
団
者
(勤
続
20
年
以
上
）

○
井
上

和
巳
○
佐
々
木
恵
一

○
伊
藤

明

○
佐
藤

真
樹

○
横
山

等

○
後
藤

武

○
山
科

慎
也

◆
家
族
功
労
者
表
彰
（
勤
続
30
年
以
上

婚
姻
20
年
以
上
の
配
偶
者
）

○
冨
樫
真
紀
子
（
冨
樫

一
也
）

○
加
藤

誓
子
（
加
藤

義
信
）

○
齋
藤

郁
子
（
齋
藤

周
治
）

◆
勤
続
章

○
齋
藤

民
弥

◆
功
績
章

○
伊
藤

澄
恵

◆
精
績
章

○
畑
中

光

◆
永
年
勤
続
章

勤
続
35
年

○
冨
樫

一
也

○
森

信
一

勤
続
30
年

○
齋
藤

民
弥

○
加
藤

義
信

○
齋
藤

周
治

◆
永
年
勤
続
功
労
章

○
寺
﨑

和
彦

◆
特
別
功
労
章

○
横
山

一
幸

○
佐
藤

儀
信

○
小
玉

政
幸

◆
金
条
章

○
第
１
分
団
第
１
部

◆
功
労
章

○
石
川

直
樹

○
森

孝
則

○
名
垣

英
利

○
芳
賀

富
弥

○
長
瀨

義
行

◆
功
績
章

○
阿
部

由
彦

○
髙
橋

保
洋

○
森

光
治

○
横
山

充

○
遠
藤

友
昭

○
八
鍬
伊
津
美

◆
精
練
章

○
海
藤

隆
治

○
髙
橋

裕
樹

○
村
形

昌
一

○
髙
橋

堅

○
鈴
木

武
幸

○
大
沼

正
広

○
星
川

祐
一

勤
続
25
年

○
小
玉

政
幸

○
清
水

昌
弘

○
八
代

純
一

○
髙
橋

厚

○
遠
藤

直
樹

○
佐
藤

宗
雄

勤
続
20
年

○
森

孝
則

○
名
垣

英
利

○
髙
野

浩
夫

○
遠
藤

友
昭

○
石
川

清
志

○
小
玉

大
輔

○
小
内

正
美

○
織
江

尚
史

○
加
納

淳

○
今
野

一
貴

○
村
岡

克
好

○
有
路

拓
矢

○
菅
井

広

○
高
宮

塁

○
青
木

力

○
井
苅

悟
史

勤
続
15
年

○
渡
辺

直
和

○
延
藤

淳
一

○
八
鍬

崇

○
森

寿
之

○
永
登

覚

○
遠
藤

亮

○
佐
々
木
洋
平

○
青
木

篤

○
柏
倉

邦
宏

○
芳
賀

忍

○
須
藤

善
光

◆
優
良
章

○
木
村

秀
樹

○
熊
谷

智
司

○
羽
賀

隆
義

○
松
倉

慎

○
斎
藤

晃

○
柴
﨑

良
彦

○
須
藤

善
光

◆
操
法
優
良
表
彰
(10
年
）

○
第
３
分
団
第
３
部

◆
消
防
防
災
協
力
団
体
表
彰

○
上
ノ
原
地
区
自
主
防
災
会

○
庚
申
町
地
区
自
主
防
災
会

◆
施
設
管
理
優
良
班
表
彰

○
第
１
分
団
第
２
部
第
３
班

○
第
２
分
団
第
４
部
第
１
班

○
第
３
分
団
第
１
部
第
１
班

○
第
４
分
団
第
２
部
第
２
班

◆
消
防
操
法
優
良
班
表
彰

ポ
ン
プ
車
部

○
第
２
分
団
第
２
部
第
１
班

小
型
ポ
ン
プ
部

○
第
４
分
団
第
２
部
第
１
班

◆
優
良
団
員
表
彰

○
木
村

玄
輝

○
小
内

英
雄

○
髙
橋

直
和

○
髙
橋

博
史

○
髙
橋

考
人

○
加
藤

潤

○
小
澤

亮

○
佐
藤

雄
介

○
齋
藤
憲
太
郎

○
梅
津

雅
人

◆
家
族
功
労
者
表
彰
（
勤
続
25
年
以
上

婚
姻
15
年
以
上
の
配
偶
者
）

○
佐
藤
美
由
紀
（
佐
藤
儀
信
）

４
月
29
日
(水
)に
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た
方
へ
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
、
私
た
ち
町
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
訓
練
や
活
動
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

消
防
庁
長
官
表
彰

山
形
県
知
事
表
彰

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰

山
形
県
消
防
協
会

北
村
山
支
部
長
表
彰

大
石
田
町
長
表
彰

春
は
空
気
が
乾
燥

し
火
災
が
起
こ
り
や

す
い
季
節
で
す
。
火

の
取
扱
い
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

火
の
取
り
扱
い
に
注
意
！
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このたび、来年度国や県に事業の採択や継続を要望する「大石田町重要事業」がまとま
りました。流雪溝整備の早期着手や東北中央自動車道の早期完成など９の事業について、
町と議会が一体となって国や県に要望を行います。

安全・安心に暮らせる町に向けて安全・安心に暮らせる町に向けて

国・県に強く要望します国・県に強く要望します
生活安全関係の要望
◎最上川排水樋管内水処理のための排水ポンプ車の
増強について
集中豪雨による内水の洪水・氾濫等により、家屋に甚大な被害が

発生する恐れがあり、内水処理事業の促進が緊急不可欠です。横山
第二排水樋管（金川）は、横山地区の内水が集中し、一気に増水す
る箇所であるため、排水ポンプ車の増強を要望します。

建設・都市計画関係の要望
◎今宿・新町地区および小菅地区流雪溝整備事業の
早期着手について
今宿・新町地区および小菅地区は、流雪溝が未整備であり、やり

場のない雪が、道路や歩道に高く積み上げられて壁となり、交通を
阻害するなど生活に多大な支障をきたしています。取水量確保の支
援および流雪溝面的整備の早期着手について強く要望します。

◎東北中央自動車道（東根北～大石田村山間）の早期完成について
山形県内陸部を縦貫する東北中央自動車道は、山形空港や一般国道と接続し広域的な交流・物流を促進す

るもので、地域の産業・経済の発展に必要不可欠な道路です。また救急医療機関等を直結し、地域の生活安
定にとって欠かせないものです。
高速道路が持つストック効果を最大限発揮できるよう、全線の早期完成について要望します。

◎駒籠地区流雪溝取水量の確保について
駒籠地区では県道に流雪溝が整備されていますが、最上川からの取水量の確保が不十分であり、家屋密集

地における町道では流雪溝が未整備であるため、除排雪に苦慮しています。県道および町道流雪溝整備に必
要な取水量の確保に向けて要望します。

◎北村山公立病院組合への財政支援について
地域医療を取り巻く状況は医師の偏在に加え看護師や助産師の確保も厳しい状況が続いていることにより、
一層厳しさを増しています。県立病院のない北村山地域において、住民が安心して住み続けるため重要な役
割を果たす北村山公立病院に対する財政面の支援を要望します。

保健関係の要望

◎ミッシングリンク(未整備区間)解消に向けた
主要地方道大石田畑線の整備について
主要地方道大石田畑線は国道347号に連結し、東北中央自
動車道や国道13号および一般県道尾花沢大石田線にアクセス
する重要路線ですが、要望区間が未整備のためネットワーク
を形成していません。地域の産業・経済の発展および観光推
進に不可欠な道路ですので、早期整備着手について要望しま
す。

◎大堤防災減災事業の早期着手について
大堤は農業用水の水源として、冬期間の消流雪溝などの用水とし
て重要な役割を持つため池ですが、堤体整備から40年が経過してお
り、平成29年度調査により耐震強度が現行の安全基準を満たしてい
ないことが判明し、安全率確保のため貯水量を満水時の約３割とし
て維持しています。水源としての本来の貯水機能回復と、地域住民
の安全な生活の確保のため堤体改修工事の早期着手について要望し
ます。

◎横山第一地区農地整備事業(経営体育成型)の早期
完了について
横山第一地区農地整備事業は、地区内担い手農家への農地の面的
集約や担い手農家の育成を支援するため、平成31年度（令和元年
度）まで用排水路・暗渠排水工の整備が実施されました。今後は事
業計画の変更として事業費の増額や令和３年度までの事業期間延長
を行い、事業の進捗を図っていきます。引続き農業農村整備の事業
推進について要望します。

◎地方道(県道)の整備について
主要幹線となっている県道の改良・整備を要望します。

路 線 名 事業箇所 事業内容

主要地方道大石田畑線 豊田地内 道路改良

主要地方道新庄次年子村山線 次年子地内 道路改良

一般県道大石田名木沢線 鷹巣地内 防雪柵整備

一般県道村山大石田線 小菅地内 防雪柵整備

主要地方道大石田畑線 豊田地内 流雪溝整備

主要地方道大石田畑線 大浦地内 流雪溝整備

一般県道尾花沢大石田線 本町地内 交差点改良

農林関係の要望

令和３年度 大石田町重要事業

今宿・新町地区
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フチョウとヒメギフチョウの産卵数調査が５月７
日(木)に川前地区で行われました。川前地区は全

国的に珍しい両種のチョウの混棲地となっていて、地区
住民で組織する「ギフチョウ・ヒメギフチョウを保護す
る会」（齋藤忠雄会長）が、地区の数か所で下草刈りを
行うなどおよそ30年にわたって保護活動を続けています。
産卵数調査は同会が活動の一環として、毎年この時期
に町教育委員会と合同で行っています。この日、調査の
最中にギフチョウとヒメギフチョウが産卵する貴重な場
面もあり、参加者は卵を踏まないよう慎重に歩きながら
チョウが卵を産み付ける葉を１枚１枚めくり、卵の数を
記録していました。

ギ
混棲地で住民らによる産卵数調査混棲地で住民らによる産卵数調査

尾花沢大石田管工事協同組合が尾花沢大石田管工事協同組合が
町に寄付金町に寄付金

花沢大石田管工事協同組合（内山幸晴代表
理事）さんが、５月14日(木)に役場を訪れ、

村岡町長に寄付金を手渡しました。
寄付金は、町が実施する新型コロナウイルス感
染症対策事業に活用させていただきます。
大変ありがとうございました。

尾

会 計 予算現額 収入済額 収入割合(％) 支出済額 支出割合(％)

一 般 会 計 5,466,555 4,664,560 85.3 4,508,136 82.5

国民健康保険特別会計 925,230 934,769 101.0 827,067 89.4

次年子簡易水道特別会計 6,549 6,208 94.8 5,748 87.8

学校給食事業特別会計 90,856 85,412 94.0 83,934 92.4

農業集落排水事業特別会計 98,539 80,544 81.7 78,747 79.9

介 護 保 険 特 別 会 計 992,000 851,391 85.8 846,059 85.3

後期高齢者医療特別会計 91,706 106,184 115.8 90,046 98.2

予算の執行状況予算の執行状況 (単位：千円)

区 分 数 量

土 地 1,054,654㎡
建 物 60,886㎡
有 価 証 券 5,110千円
出 資 に よ る 権 利 58,842千円
債 権 ― 千円

基 金 1,944,371千円

内

訳

財 政 調 整 基 金 598,413千円
減 債 基 金 51,057千円
土地開発基金(現金) 134,051千円
そ の 他 の 基 金 1,160,850千円

財産の現在高財産の現在高
会 計 金 額 構成比(％)

一 般 会 計 6,462,820 95.1

次年子簡易水道
特 別 会 計 30,071 0.4

農業集落排水事業
特 別 会 計 309,365 4.5

一 時 借 入 金 0 0.0

合 計 6,802,256 100.0

町債(借入金)の現在高町債(借入金)の現在高

■総務課 財政グループ ☎35-2111(内線214・215)

※数値は、土地と建物は令和２年３月31日現在(土地と建物は速報値)のものです。最終的な決算額は、出納整理期
間(決算処理を整理するための期間)を経て、決算書により確定することになります。

※単位未満の数値は、四捨五入により端数処理しています。

令和元年度の予算執行状況と令和元年度の予算執行状況と
財政状況をお知らせします財政状況をお知らせします

令和元年度の予算執行状況と令和元年度の予算執行状況と
財政状況をお知らせします財政状況をお知らせします
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世帯主・国保加入者・後期高齢者医療制度移行者の前年中の所得合計 均等割・平等割の
軽減割合

33万円以下 ７割

33万円＋28.5万円×(国保加入者＋後期高齢者医療制度移行者数)以下 ５割

33万円＋ 52万円×(国保加入者＋後期高齢者医療制度移行者数)以下 ２割

世帯の所得金額が次の基準以下の世帯については、「均等割」と「平等割」が軽減されます。この軽
減を受けるには、前年分の所得を申告していることが必要です。

所得が少ない世帯への国民健康保険税の軽減

令和2年度からの新しい税率

国民健康保険事業は、現在、県と町が共同で運営を行っています。令和２年度の国民健康保険税率に
ついて、財政運営の責任主体である県が示した標準的な住民負担の目安となる大石田町標準保険税率に
より、下記のとおり改正しました。

改正について

区 分

（対象者）

医療保険分
（国保に加入する
すべての方）

後期高齢者支援金分
（国保に加入する

すべての方）

介護納付金分
（国保に加入する
40歳以上65歳未満の方）

改正前 改正後 改正前 改正後 改正前 改正後

所得割 所得に
対して 9.00％ 7.70％ 2.50％ 2.50％ 2.20％ 2.20％

均等割 １人
当たり 35,000円 32,000円 10,000円 10,000円 14,000円 12,000円

平等割 １世帯
当たり 30,000円 23,000円 8,000円 7,000円 8,000円 6,000円

課税限度額 610,000円 630,000円 190,000円 190,000円 160,000円 170,000円

令和２年度の後期高齢者医療保険料率の改正のお知らせ

75歳以上の方が加入する後期高齢者医療制度の保険料率は、２年ごとに見直しを行っており、医療
費や被保険者数などの推計を基にして決定されます。令和２・３年度の保険料率等が、次のとおりに改
定されました。

平成30・令和元年度 令和２・３年度

所得割率
(所得に応じて負担) ８．０１％ ８．６８％

均等割額
(加入者が公平に負担) ４１，１００円 ４３，１００円

賦課限度額
（年間保険料の最高額） ６２万円 ６４万円

後期高齢者医療制度(75歳からの健康保険)の保険料率が変わりました

➡➡
保険料は所得割額と均等割額の合計で個人ごとに計算されます。

４月から翌年３月までが１年間の保険料です。
年度の途中で資格を取得した場合、月割りで計算されます。

後期高齢者医療保険料のしくみ

所得割額 ＋ 均等割額 ＝ 年間保険料所得割額 ＋ 均等割額 ＝ 年間保険料

計算式｛ 年間保険料 ÷ 12か月 × 加入月数 ｝

■お問い合わせ先■

大石田町役場（TEL 0237-35-2111）
☆国民健康保険税に関すること町民税務課税務グループ(内線126)
☆国民健康保険の給付・各種届出に関すること保健福祉課保健医療グループ(内線136)
☆後期高齢者医療保険料に関すること保健福祉課保健医療グループ(内線136)

所得割額(所得に応じて負担）

(令和元年中の所得 － 33万円)

(※所得が低い方への軽減措置があります）

×８．６８％

均等割額
(加入者全員が公平に負担）

４３，１００円

賦課限度額年間64万円 が上限です。
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■総務課 総務グループ ☎35-2111(内線218) ■尾花沢警察署☎24-0110

４月27日において住民基本台帳に記録されている方に対して、１人当たり10万円
を給付します。申請方法は、以下のとおりです。忘れずに申請しましょう。なお、
給付金のお振込みは申請から２週間程度を予定しています。ご不明な点は下記まで
お問い合わせください。

特別定額給付金の給付を装った不審な電話やメールなどが確認されています。不審な電話や・
メールなどを受けた際は、役場総務課か尾花沢警察署にご相談ください。

■まちづくり推進課 政策推進グループ ☎35-2111(内線222)

●暗証番号 ●通帳
●キャッシュカード ●口座番号 ●マイナンバー

町などが以下をお願いすることは絶対にありません｡
×受給にあたり、手数料の振込みを求めること
×現金自動預払機(ＡＴＭ)の操作をお願いすること
×メールを送り、ＵＲＬをクリックして申請手続きを求めること

絶対に教えない！ 渡さない！絶対に教えない！ 渡さない！絶対に教えない！ 渡さない！

①郵送申請方式
町から世帯主宛に申請書を郵送しています。押印の上、必要書類を添えて返送してください。

②電子申請方式(マイナンバーカード所持者のみ)
マイナポータルから振込先口座の入力や必要書類のアップロードを行い申請します。

③来庁による申請
当面の間、役場１階の町民ホールに臨時受付窓口を設置しています。
受付時間は、平日の午前９時～午後５時で５月中は土日も受付しています。

特
別
定
額
給
付
金
の

特
別
定
額
給
付
金
の

申
請
は
忘
れ
ず
に
！

申
請
は
忘
れ
ず
に
！

特
別
定
額
給
付
金
の

特
別
定
額
給
付
金
の

特
別
定
額
給
付
金
の

申
請
は
忘
れ
ず
に
！

申
請
は
忘
れ
ず
に
！

申
請
は
忘
れ
ず
に
！

給付金のサギに注意!
地域包括支援センターは、地域包括支援センターは、地域包括支援センターは、
地域で暮らす高齢者に関する悩みごとや心配ごとの窓口です。地域で暮らす高齢者に関する悩みごとや心配ごとの窓口です。地域で暮らす高齢者に関する悩みごとや心配ごとの窓口です。
●高齢者の皆さんの生活や介護や認知症についてのご相談を伺い、一緒に解決方法を考えます。
●介護保険制度の説明、介護保険申請のお手伝いをします。
●要支援の方のケアプランを作り介護サービスを利用できるようにします。
●元気でいられるように健康づくりや介護予防について支援をします。
●高齢者虐待や消費者被害を防止し皆さんの権利を守ります。
●地区役員・医療機関・ケアマネージャー・行政などと連携して、地域の連携・協力体制作りを支援します。

○主任介護支援専門員／関智恵子 ○社会福祉士／淀川幸恵 ○看護師／星川佳子

秘密は厳守します。ご相談下さい｡
大石田町地域包括支援センター(特別養護老人ホーム仁風荘内)

☎36-1520

大石田町地域包括支援センターから大石田町地域包括支援センターから

～簡単にできる口腔体操のご紹介～
唇の運動

●唇を思い切り「ウー」ととがらせり、「イー」と
開いたりします。

頬の運動
●口を閉じたまま、頬をふくらませたり、すぼめ
たりします。

舌の運動
●口を大きく開けて､舌を出したり､ひっこめたりします｡
●舌を出して、上下や左右に動かします。

唇・頬・舌のトータル運動
●口を閉じて、口の中で舌を上下や左右に動かし
ます。

お家で簡単! 口腔体操でスッキリ!お家で簡単! 口腔体操でスッキリ!
新型コロナウイルス感染症の影響で、外に出る機会が減っていますが、動かないことにより身体や頭の働新型コロナウイルス感染症の影響で、外に出る機会が減っていますが、動かないことにより身体や頭の働
きが低下してしまいます。そこで、お家で簡単にできる口腔体操をご紹介します。食後の歯みがきのついできが低下してしまいます。そこで、お家で簡単にできる口腔体操をご紹介します。食後の歯みがきのついで
に、口腔体操を取り入れてみませんか。に、口腔体操を取り入れてみませんか。

お家で簡単! 口腔体操でスッキリ!お家で簡単! 口腔体操でスッキリ!



☎電話／35-3877
公式ＨＰ／http://niji.town.oishida.yamagata.jp/library/index.html “みんなでのりきろう”
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毎月１日は ｢大石田町民交通安全行動の日｣
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。
井
上
さ
ん
は
、

平
成
17
年
２
月
か
ら
令
和
元

年
11
月
末
ま
で
民
生
委
員
児

童
委
員
を
務
め
ら
れ
、
町
社

会
福
祉
の
増
進
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。
感
謝
状

は
こ
れ
ら
の
功
績
に
対
し
て

贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

大
変
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

井
上
與
四
雄
さ
ん
に

井
上
與
四
雄
さ
ん
に

井
上
與
四
雄
さ
ん
に

厚
労
大
臣
表
彰
状

厚
労
大
臣
表
彰
状

厚
労
大
臣
表
彰
状

日曜･休日急患の当番医
６月 診療時間：午前８時30分～午後５時

家族の健康管理に気をつけて

日 当番医院名 電話

死亡事故ゼロ死亡事故ゼロ2020日目日目
(５月15日現在)

大石田町の交通事故発生状況
(令和２年１月１日～５月15日)
●発生件数 ８件 (＋５件)
●負傷者数 ７人 (＋３人)
●死亡者数 １人 (＋１人)
※( )は前年比

６月の主な行事予定

７日㈰ 尾花沢市中央診療所 (23)2010

14日㈰ 尾 花 沢 病 院 (23)3637

21日㈰ さかえクリニック (53)8181

28日㈰ 加 藤 ク リ ニック (22)9877

日 行 事 予 定
１㈪ 母子健康手帳交付・健康相談／午後１時30分／役場相談室

３㈬ 第２回大石田町議会定例会招集

５㈮ 交通安全母の会総会／午後７時30分／虹のプラザ中会議室

10㈬ 心配ごと相談／午後１時30分～午後４時／社会福祉協議会

11㈭ 年金相談／午前10時～午後３時／役場101会議室
※新庄年金事務所への事前予約が必要です｡☎0233-22-2050

15㈪ 母子健康手帳交付・健康相談／午後１時30分／役場相談室

25㈭

農業者年金連絡協議会役員会／午後１時15分／大会議室

農業者年金連絡協議会総会／午後２時／大会議室

農業委員会総会／午後３時／大会議室

28㈰ ソフトバレーボール大会／午前８時30分／
大石田中学校体育館

※都合により日程が変わる場合もありますので、
事前にお問い合わせください。

五
月
十
一
日

近年300人以上の方々が農作業中の事故で亡くな
っています。農作業中の死亡事故は一般交通事故の
約６倍、建設業の約３倍にもなります。
事故を未然に防ぐために、次の３点を徹底しまし
ょう。

STOP! 農作業事故!

自転車の安全で適正な利用の促進に関する
条例(令和元年12月24日施行(山形県))により、


